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広報しもつま 2006.4

　

さ
き
の
市
長
選
で
無
投
票
再
選
を
果
た
し
た
小
倉
敏
雄
市
長
の
初
登
庁
式
が
、
３

月
27
日
下
妻
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
登
庁
式
で
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
や
職
員
に
大
き
な
拍
手
で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
下
妻
市
の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
2
期
目
へ
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

で
、
引
き
続
き
市
政
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
公
平
・
公
正
・
誠
実
を

市
政
運
営
の
基
本
に
„
決
断
と
実
行
“
の

姿
勢
で
取
り
組
ん
で
参
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。

　

１
点
目
は
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
健
全
な
行
財
政
運

営
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
務
事

業
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
Ｉ
Ｔ
時
代
を
踏

ま
え
た
電
子
自
治
体
の
実
現
に
向
け
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
土
地
利
用
計
画
や
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
、
既
存
の
国
道
・
県
道
を

生
か
し
、
従
来
の
幹
線
道
路
の
整
備
や
生

活
道
路
整
備
と
合
わ
せ
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
を
図
り
歳
入
・
歳
出
を
見
直

し
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
活
気
に
満
ち
た
産
業
・
観

光
づ
く
り
で
す
。
農
・
工
・
商
業
の
均
衡

あ
る
発
展
の
た
め
に
積
極
的
な
事
業
展
開

が
必
要
で
す
。
特
に
、
農
業
で
は
、
生
産

基
盤
や
周
辺
環
境
整
備
と
と
も
に
、
担
い

手
育
成
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、

ま
た
、
商
店
街
の
活
性
化
対
策
や
つ
く
ば

下
妻
第
二
工
業
団
地
へ
の
優
良
企
業
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
い
き
い
き
輝
く
ま
ち
づ
く

り
で
す
。
少
子
高
齢
社
会
や
女
性
の
社
会

進
出
な
ど
複
雑
化
す
る
社
会
の
潮
流
を
踏

ま
え
た
施
策
で
す
。
こ
こ
で
は
、
保
育
と

高
齢
者
ケ
ア
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
支
援

な
ど
を
と
お
し
て
、
人
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
り
ま

す
の
で
、
下
妻
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
推
進
や
医
療
・
介
護
予
防
対
策
・

防
犯
・
防
災
対
策
に
努
め
安
全
・
安
心
で

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
地
球
に
優
し
く
緑
を
守

る
た
め
、
農
地
や
平
地
林
な
ど
の
豊
か
な

緑
と
鬼
怒
川
・
小
貝
川
・
砂
沼
な
ど
の
豊

か
な
水
資
源
を
保
全
し
、
新
下
妻
市
が
誇

れ
る
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま

す
。

　

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
４
つ
の
重
点
施

策
に
、
先
人
が
築
き
・
培
わ
れ
た
歴
史
と

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
、
新
市
の

一
体
性
を
速
や
か
に
醸
成
し
、
新
市
建
設

計
画
に
定
め
ら
れ
た
„
都
市
と
自
然
が

共
生
し
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
下
妻
市
“

„
人
が
活
き
活
き
輝
く
ま
ち
下
妻
市
“
づ

く
り
に
向
け
、
誠
心
・
誠
意
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
み
、
４
６
，
０
０

０
余
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
„
下
妻
市
に

住
ん
で
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
下
妻
市

に
住
み
続
け
た
い
“
と
思
わ
れ
る
住
み
よ

い
郷
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
期
目
は
、自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
、行
財
政
基
盤
を
整
備
し
ま
す

抱
負
を
語
る

抱
負
を
語
る

昭和１５年５月５日、下妻市陣屋に生まれる。
昭和４０年３月、日本大学理工学部を卒業し、
昭和５５年家業である株式会社小倉製作所の
代表取締役となり、家業に専念。また、下妻
検察審査協会理事、下妻市監査委員を歴任。
平成１４年４月、下妻市長に就任以来現在２
期目。住所は、下妻乙１５３番地３。家族は
母と長女、長男夫婦と孫２人の７人暮らし。
６５歳。
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　桜の花が満開になった観桜
園で、入園式を終わって、ポ
カポカ陽気の中で桜の花を見
ようと、立ち寄った親子連れ
にシャッターを押しました。

今月の表紙

❷第２期　小倉市政がスタート
住んでみたい・住み続けたい
まちづくりに取り組みます

❹人事異動

❺行政区長表彰・固定資産評価審
査委員会委員の選任

❻まちのわだい

12新下妻市の歴史再発見

13温かい善意・博物館収蔵
口頭詩・市民文芸

14４月１日から公共下水道に接続
できる区域が拡大されました

15健康・ダイオキシン測定結果

16健康カレンダー

17おめでた・おくやみ
編集デスク

18わがやのにんきもの
さわやかリレー

大きな拍手のなか初登庁

職員から花束を手渡される小倉市長

●●

第２期   小倉市政がスタート

S R

第２期   小倉市政がスタート
住んでみたい・住み続けたいまちづくりに取り組みます
都市と自然が共生し、安全で快適なまち下妻市をめざして

市民のみなさんや職員に迎えられて初登庁

広報しもつま 2006.4



4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
政
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異
動

斉　

藤　

森　

一　

総
務
部
副
参
事

安　

田　

一　

男　

生
活
環
境
課
長

広　

瀬　

好　

一　

く
ら
し
の
窓
口
課
長

木　

村　
　
　

孝　

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

渡　

辺　
　
　

茂　

農
地
整
備
課
長

人　

見　

建　

一　

学
校
教
育
課
長

人　

見　

健　

一　

生
涯
学
習
課
長

寺　

田　

武　

司　

総
務
課
防
災
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　

長

板　

橋　

光　

男　

企
画
課
長
補
佐
兼
開

　
　
　
　
　
　
　
　

発
係
長

斉　

藤　
　
　

敏　

企
画
課
新
市
建
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　

画
推
進
室
長

神　

郡　

健　

夫　

都
市
整
備
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
公
園
街
路
係
長

本　

橋　

金　

夫　

都
市
整
備
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
区
画
整
理
係
長

粕　

田　
　
　

潔　

下
水
道
課
長
補
佐
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

工
務
係
長

石　

黒　
　
　

哲　

企
画
課
統
計
係
長

岡　

田　

和　

之　

税
務
課
市
民
税
係
長

倉　

持　

寛　

城　

収
納
課
収
納
係
長

久
保
ノ
谷
三
枝
子　

福
祉
事
務
所
社
会
福

　
　
　
　
　
　
　
　

祉
係
長

石　

塚　

は
る
江　

福
祉
事
務
所
人
権
推

　
　
　
　
　
　
　
　

進
室
係
長

引　

野　

光　

郎　

建
設
課
建
築
係
長

飯　

田　
　
　

薫　

都
市
整
備
課
都
市
計

　
　
　
　
　
　
　
　

画
係
長

猪　

瀬　
　
　

寛　

公
民
館
係
長

宇　

梶　

洋　

人　

総
務
課

板　

橋　

孝　

子　

人
事
課

田　

崎　

明　

美　

総
務
部
付

池　

田　

由　

美　

企
画
課

森　

川　

隆　

博　

企
画
課

井　

上　
　
　

規　

税
務
課

保
戸
山　

優　

子　

税
務
課

山　

中　
　
　

宏　

税
務
課

鈴　

木　

淳　

子　

生
活
環
境
課

羽　

田　
　
　

勝　

市
民
安
全
課

磯　

山　

隆　

行　

保
険
年
金
課

栗　

原　

利　

江　

保
険
年
金
課

上　

野　

知　

子　

保
険
年
金
課

大　

月　

貴　

志　

介
護
保
険
課

森　
　
　

陽　

子　

介
護
保
険
課

小　

口　

昌　

代　

保
健
セ
ン
タ
ー

飯　

村　

ゆ
か
り　

保
健
セ
ン
タ
ー

石　

島　

真
里
子　

福
祉
事
務
所

海
老
澤　

尚　

子　

農
政
課

平　

石　

順　

一　

農
政
課

猪　

瀬　

直　

美　

商
工
観
光
課

飯　

塚　

太　

郎　

建
設
課

斉　

藤　

智　

子　

学
校
教
育
課
騰
波
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　

江
幼
稚
園

大
久
保　

か
代
子　

学
校
教
育
課
豊
加
美

　
　
　
　
　
　
　
　

幼
稚
園

村　

山　

百
合
子　

学
校
教
育
課
豊
加
美

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
校

栗　

原　

幸　

子　

学
校
教
育
課
豊
加
美

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
校

稲　

葉　
　
　

太　

図
書
館

塚　

田　

倫　

子　

議
会
事
務
局

鈴　

木　

清　

嗣　

水
道
事
業
所

猪　

瀬　

孝　

夫　
（
農
地
整
備
課
長
）

藤　

倉　

政　

臣　
（
総
務
部
副
参
事
）

浅　

野　
　
　

平　
（
く
ら
し
の
窓
口
課

　
　
　
　
　
　
　
　

長
）

木　

村　

ま
り
子　
（
市
民
課
副
参
事
）

坂　

野　

節　

子　
（
学
校
教
育
課
副
参

　
　
　
　
　
　
　
　

事
）

沼　

尻　

俊　

子　
（
学
校
教
育
課
副
参

　
　
　
　
　
　
　
　

事
）

鈴　

木　

直　

美　
（
介
護
保
険
課
）

石　

塚　

委
理
子　
（
福
祉
事
務
所
）

渡　

辺　

一　

郎　
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

　

３
月
31
日
、
千
代
川
区
長
会
総
会
が

千
代
川
庁
舎
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、
地
域
住
民
と
市
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
永
年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
18
地
区
の
区
長

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
長

い
間
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

地域住民と市のパイプ役として活躍いただいた区長

長い間ご苦労さまでした

感
謝
状

（
４
年
以
上
勤
務
さ
れ
退
職
す
る
方
）

砂　

子　
　

宇
津
野
周ち
か

夫お

さ
ん

西　

鯨　
　

染
谷　

四し

郎ろ
う

さ
ん

下　

栗　
　

岩
本　

晴は
る

雄お

さ
ん

宗
道
東
一　

飯
島
六ろ
く

之の

助す
け

さ
ん

宗
道
東
二　

高
橋　

英え
い

一い
ち

さ
ん

宗
道
西
一　

岩
田　

重し
げ

義よ
し

さ
ん

宗
道
西
二　

松
村　

康や
す

生お

さ
ん

見
田
西　
　

絵
面　

安や
す

雄お

さ
ん

長　

萱　
　

飯
塚　

定さ
だ

和か
ず

さ
ん

五　

箇　
　

六
原　

義よ
し

明あ
き

さ
ん

感
謝
状

（
４
年
以
上
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
）

田　

下　
　

木
瀬　

武た
け

二じ

さ
ん

本
宗
道
北　

石
塚　
　

實み
の
るさ
ん

本
宗
道
南　

稲
葉　

公き
み

男お

さ
ん

唐　

崎　
　

中
島　

武た
け

雄お

さ
ん

伊
古
立　
　

飯
泉　

正ま
さ

夫お

さ
ん

鎌
庭
新
宿　

石
田　
　

博ひ
ろ
しさ
ん

別
府
本
田　

腹
部　

英ひ
で

夫お

さ
ん

別
府
新
田　

荒
川　
　

勇い
さ
むさ
ん

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

舘
野　

良り
ょ
う

さ
ん
（
下
妻
乙
）

田
村
光み

つ

男お

さ
ん
（
下
妻
丁
）

が
選
任
さ
れ
る

　

第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）

に
お
い
て
、
舘
野　

良
さ
ん
と
田

村
光
男
さ
ん
が
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
18
年
３
月

29
日
か
ら
21
年
３
月
28
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、

固
定
資
産
評
価
額
に
対
し
、
不

服
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
中
立

的
・
専
門
的
な
立
場
か
ら
不
服
の

内
容
に
つ
い
て
審
査
、
決
定
す
る

機
関
の
委
員
で
す
。

田村光男さん 舘野　良さん

●●

千代川地区区長

永年勤続表彰者
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課
長
級

課
長
補
佐
級

係
長
級

一
般
職
員

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

酉範敦氷社社複

郡靖失縛炉凋他



熱
気
と
、
取
り
組
み
の
姿
勢
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
１
日
に
は
、
下
妻
市
を
含

め
た
地
域
の
安
全
・
安
心
に
役
立
と
う
と
、

Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
が
日
常

業
務
で
使
用
す
る
全
て
の
渉
外
車
に
防
犯

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
、
Ｊ
Ａ

常
総
ひ
か
り
管
内
を
業
務
に
合
わ
せ
て
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
取
り
組
み
で
す
。
下
校
時

の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
不
審
者
・
不

審
車
を
見
か
け
た
時
は
積
極
的
に
警
察
・

学
校
な
ど
へ
連
絡
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
広
が
れ
ば
、

地
域
の
安
全
・
安
心
に
と
っ
て
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
地

域
の
安
全
は
自
ら
守
る
と
い
う
意
識
を
持

ち
、„
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
“
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
24
日
、
水
戸
市
の
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、„
第
47
回
茨
城
県
統
計

大
会
“
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、大
里
力り
き

男お

さ
ん
（
渋
井
）

が
„
農
林
水
産
大
臣
表
彰
“
を
、
鳩
貝
美よ
し

三み

さ
ん（
前
河
原
）と
櫻
井
茂
男
さ
ん（
大

園
木
）が
、„
経
済
産
業
省
統
計
調
査
部

長
感
謝
状
“
を
、佐
藤　

盛も
り

さ
ん
（
唐
崎
）

が
„
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
“
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
4
名
の
み
な
さ
ん
は
、
永

年
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は
じ
め
数
々

の
調
査
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

度
、
各
種
統
計
調
査
業
務
へ
の
多
大
な
貢

献
が
認
め
ら
れ
、表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

統
計
調
査
は
調
査
員
を
は
じ
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
で
す
。
こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
13
日
、
底
冷
え
の
す
る
天
気
の
な

か
、
市
内
の
各
中
学
校
体
育
館
で
合
併
後

初
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
卒
業
生
は
４
９
３
名
。

„
こ
の
中
学
校
で
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
若
さ
み
な
ぎ
る
た

く
ま
し
さ
や
勇
気
を
、
こ
の
学
び
舎
に
咲

か
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
つ
ね
に
周

囲
へ
の
感
謝
の
心
や
思
い
や
り
の
心
、
ま

た
反
省
す
る
心
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
夢
に
向
か
っ
て
大
き
く
は
ば
た
い

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
“
と
校
長
先
生
か
ら

の
は
な
む
け
の
言
葉
。„
校
長
先
生
を
は

じ
め
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
感
謝
し
な
が

ら
、
こ
の
母
校
か
ら
飛
び
立
ち
ま
す
“
と

力
強
く
卒
業
生
答
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
卒

業
式
は
、
来
賓
者
を
は
じ
め
保
護
者
の
み

な
さ
ん
が
見
守
る
な
か
厳
粛
に
お
こ
な
わ

れ
、
目
が
し
ら
を
ハ
ン
カ
チ
で
お
さ
え
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
校

門
ま
で
下
級
生
が
花
道
を
つ
く
り
、
大
き

な
拍
手
で
卒
業
生
を
送
り
、
恩
師
や
友
達

と
握
手
や
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
い
つ

ま
で
も
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
、
多
文
化
共
生
関
連
事
業

の
一
環
と
し
て
、
県
国
際
化
推
進
奨
励
賞

の
授
賞
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
席
上
で

塙　

ノ
バ
さ
ん
（
長
塚
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
外
国
人
と
共
生
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
も
の
で
す
。
今
回
受
賞
さ
れ
た
塙
さ
ん

は
、
平
成
５
年
に
来
市
し
、
塾
講
師
の
傍
か
た
わ

ら
卓
越
さ
れ
た
語
学
で
外
国
人
の
児
童
・

生
徒
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
気
さ
く
な
人
柄
で

親
身
に
な
っ
て
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
通
訳

や
茨
城
県
外
国
籍
県
民
懇
談
会
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
度
県
知
事
か
ら
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。
栄
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市内でおこなわれた各種行事や地域の話題など…
みなさんからの情報をお待ちしています。
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現
在
下
妻
市
で
は
、
自
分
た
ち
の
住
み

慣
れ
た
地
域
を
守
る
た
め
、
„
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
“
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

３
月
14
日
に
は
、
市
立
図
書
館
を
会
場

に
、防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル（
平

成
18
年
３
月
17
日
現
在
５
９
４
名
加
入
）

発
足
以
来
初
め
て
の
研
修
会
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ

ー
ル
約
80
名
が
参
加
し
、„
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
“
や
„
子
ど

も
の
安
全
確
保
の
た
め
に
“
な
ど
の
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
講
師
へ
の
質
問
が
数
多

く
出
さ
れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
み
な
さ
ん
の

喬
日
?
喬
諦
と
ù
ゐ
ぎ
ふ

¡
岱
¡
撚
é
状
の
¿

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル

研
修
会
、
Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

市
教
育
委
員
会
で
は
『
下
妻
市
史
料

－

井
上
下
妻
藩
関
係
（
22
）

－

』（
Ｂ
５
版

３
０
３
ペ
ー
ジ
１
冊
２
、５
０
０
円
）
を

発
刊
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
22
巻

（
23
冊
）
が
完
結
刊
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
巻
は
、
弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
か

ら
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
わ
た
る
井

上
下
妻
藩
の
記
録
を
収
録
し
て
お
り
、
井

上
家
の
諸
大
名
と
の
交
際
記
録
や
幕
末
の

混
乱
し
た
世
相
に
か
か
る
事
項
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
（
１
点
２
、５

０
０
円
）
も
作
成
し
ま
し
た
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
頒
布
・
問
合
せ
】

　

生
涯
学
習
課　

内
線
２
８
３
３

topicsTOWNTOWN

地域の安全・安心なまちづくりを目指しての研修会

ＪＡ常総ひかりの防犯パトロールがスタート

左側から櫻井茂男さん・鳩貝美三さん・
大里力男さん・佐藤　盛さん

校長先生と満面の笑顔でハイ・ポーズ（千代川中）

晴れやかな表情で（東部中） 卒業証書が手渡される（下妻中）

塙　ノバさん（長塚）
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書
枚
汁
煩
雇
げ
答
½
だ
貸
槌

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

研
栖
曽
禅
倡
め
Ü
操
鴫
択
墅

井
上
下
妻
藩
関
係
全
22
巻
完
結

溝
ば
袖
ず
倚
½
ö
が
ま
¿

市
内
の
各
中
学
校
で
卒
業
式

公
諏
天
ご
試
蕩
げ
は
¿
氷
巾
村
雇

だ
測
唱
ず
煩
は
ふ
秦
渚

県
国
際
化
推
進
奨
励
賞
受
賞

まま わわののちち だだ いい




